
↑露地のみで周年栽培が可能なグリー
ンバーナリ型のキャベツ。

↑苗の育苗管理を
集中して行うこと
で、経済的な作
型が可能なシード
バーナリ型のハ
クサイ。

↑定植直後のハク
サイ苗。

山
やま

川
かわ

　邦
くに

夫
お

　
こ
れ
ま
で
の
総
論
で
、
葉
根
菜
に
つ
い

て
は
各
論
に
入
る
準
備
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
骨
子
を
以
下

の
よ
う
に
整
理
し
て
お
き
ま
す
。

　
「
日
本
の
葉
根
菜
の
大
部
分
は
長
日
性

花
成
の
植
物
な
の
で
、
収
穫
対
象
で
あ
る

葉
や
根
の
栄
養
器
官
は
、
ま
だ
短
日
下
の

比
較
的
冷
涼
な
気
候
で
生
長
し
、
耐
寒
性

も
か
な
り
強
い
。

　
そ
こ
で
、
露
地
栽
培
が
可
能
な
季
節
が

長
い
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
の
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
は
、
露
地
栽
培
だ
け
で
国
内
で
の
周
年

生
産
が
可
能
で
あ
る
。
シ
ー
ド
バ
ー
ナ
リ

野
菜
で
は
播
種
期
に
よ
り
、
若
苗
期
を
主

と
す
る
環
境
調
節
が
必
要
と
な
る
が
、
移

植
可
能
の
ハ
ク
サ
イ
な
ど
で
は
苗
床
で
の

集
中
管
理
に
よ
り
、
ま
た
直
播
が
必
要
な

直
根
類
で
は
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
簡
易
被
覆

に
よ
り
、
経
済
的
な
作
型
が
成
立
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
葉
根
菜
で
は
露
地
で
の

生
育
が
主
と
な
る
作
型
が
多
い
の
で
、
作

型
の
成
否
が
自
然
気
候
に
依
存
す
る
こ
と

が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
作
期
気
候
に
応
じ
て

適
切
な
生
態
を
有
す
る
品
種
の
選
択
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
繰
り
返
し
（
第
6
回
ほ

か
）
述
べ
た
。

　
結
論
と
し
て
葉
根
菜
で
は
品
種
選
択
と

地
域
選
択
が
作
型
の
基
本
と
な
り
、
人
為

的
環
境
調
節
は
補
助
手
段
と
な
る
」

　
そ
こ
で
環
境
調
節
に
つ
い
て
の
よ
り
詳

し
い
説
明
は
果
菜
類
各
論
の
前
半
で
行
う

こ
と
と
し
、
こ
こ
か
ら
葉
根
菜
の
各
論
に

移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 昭和30年東京大学農学部卒、同年農林省入省。九州農業

試験場でイチゴの品種改良、放射線育種場に移り、米国
留学研究を含めた、放射線生物研究論文で農学博士（東
京大学）受位。野菜試験場に移り、耐病性育種に関する研
究で農林水産大臣賞および園芸学会賞受賞。昭和63年野
菜・茶業試験場場長、平成4年農林水産省退官後、タキイ
研究農場長、同園芸専門学校長を経て、平成16年退社。
著書：「野菜の生態と作型」（農山漁村文化協会）ほか。

第
８
回

タキイ園芸
専門学校

元校長が解
説

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

長
日
性
葉
根
菜
類
の
作
型

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜

今回は葉根菜類の
各論に入る前に、
これまでのおさらいと
ここで扱う葉根菜の範囲と
アブラナ科野菜について

解説します。

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

〜
栽
培
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
〜
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↑本来は花茎野菜と呼ぶべきブロッコリー・カリフラワーだが、生態などが同種のキャベ
ツに類似するため、ここでは葉根菜として取り上げる。

第１図　主なアブラナ科野菜 （日本における野菜の種類　野菜茶業研究所2001より）

・楕円同士が接しているのは同属であることを表す。
・太枠は指定野菜

対
象
と
す
る
葉
根
菜
の

範
囲

　

こ
こ
で
は
主
と
し
て
長
日
性
葉
根
菜
を

対
象
と
し
ま
す
。
シ
ソ
、
ヨ
ウ
サ
イ
、
ツ

ル
ム
ラ
サ
キ
、
ヒ
ユ
な
ど
の
短
日
性
葉
菜

に
つ
い
て
は
、
第
5
回
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど

は
本
来
花
茎
菜
類
と
呼
ぶ
べ
き
で
す
が
、

生
育
気
温
や
生
態
が
、
同
種
の
キ
ャ
ベ
ツ

に
類
似
す
る
の
で
、
こ
こ
で
一
緒
に
説
明

し
ま
す
。

　

ま
た
根
を
利
用
す
る
野
菜
で
も
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
サ
ト
イ
モ
、
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

「
い
も
」
類
は
栄
養
繁
殖
性
で
、
花
成
が

作
型
に
関
係
す
る
度
合
い
が
低
い
の
で
、

塊
茎
・
根
類
と
し
て
別
に
扱
い
、
こ
こ
で

は
種
子
繁
殖
性
の
直
根
類
の
み
を
対
象
と

し
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜

　

野
菜
の
「
菜
」
の
字
に
最
も
ふ
さ
わ
し

い
の
が
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
だ
と
思
い
ま

す
。
第
1
図
は
主
な
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
を
、

類
縁
関
係
に
従
っ
て
配
置
し
た
も
の
で
す
。

　

図
中
、
左
上
に
位
置
す
る
ダ
イ
コ
ン
と

右
下
に
位
置
す
る
ワ
サ
ビ
な
ど
3
種
を
除

く
、
中
央
の
大
集
団
は
、
野
菜
名
を
示
す

楕
円
同
士
が
接
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
生

物
学
的
に
同
じ
属
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
属
名
は
ブ
ラ
シ
カ
で
す
。

　

第
2
図
（
次
頁
）
に
示
す
よ
う
に
ブ
ラ

シ
カ
属
は
、
A
・
B
・
C
の
3
ゲ
ノ
ム
と
、

そ
れ
ら
の
複
合
に
よ
る
6
種
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
と
は
こ
れ
以
上
欠

落
す
る
と
生
物
と
し
て
成
立
し
な
い
染
色

体
の
セ
ッ
ト
で
す
。
な
お
、
こ
の
関
係
を

発
見
し
た
禹
長
春
博
士
は
タ
キ
イ
研
究
農

場
の
初
代
場
長
を
務
め
た
方
で
す
。

　

第
2
図
中
、
ゲ
ノ
ム
A
、
同
Ｃ
お
よ
び

同
A
B
の
3
種
が
野
菜
と
し
て
重
要
で
す
。

な
お
ゲ
ノ
ム
A
C
の
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ

は
、
ナ
タ
ネ
と
し
て
油
用
が
主
体
で
す
が
、

ダイコン

ツケナ類

コマツナ

カブ

ナタネ

ルタバガ

ハクラン

チンゲンサイ
クレソン

ホースラディッシュ
（レホール）

ワサビ

ハクサイ

キャベツ

メキャベツ

ケール

カイラン

コールラビ

ブロッコリー

カリフラワー

カラシナ・タカナ

：第2図Ａ（ハクサイ類）

：第2図Ｃ（キャベツ類）

：第2図ＡＣ（セイヨウアブラナ類）

：第2図ＡＢ（カラシナ類）
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第2図　ブラシカ属植物とABCゲノム（“禹博士の三角形”）
一重丸は二倍種、二重丸は複二倍種を示す

同
じ
ゲ
ノ
ム
構
成
を
も
つ
結
球
野
菜
が
ハ

ク
サ
イ
と
カ
ン
ラ
ン
（
キ
ャ
ベ
ツ
）
の
人

為
的
交
雑
（
胚
培
養
に
よ
る
）
に
よ
り
作

ら
れ
、
ハ
ク
ラ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

植
物
の
種
と
野
菜
の
種
類

　

第
1
図
中
、
黄
で
塗
ら
れ
た
野
菜
が
第

2
図
の
ゲ
ノ
ム
A
（
以
後
ハ
ク
サ
イ
類
と

呼
ぶ
）
で
、
第
1
図
に
は
ハ
ク
サ
イ
、
カ

ブ
、
コ
マ
ツ
ナ
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
ツ
ケ

ナ
類
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他

京キ
ョ
ウ菜ナ

類
、
パ
ク
チ
ョ
イ
、
菜サ

イ

心シ
ン

類
な
ど
多

く
の
野
菜
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
部
分
か
ら
見
て
も
葉
菜
、
根
菜
お
よ

び
花
茎
菜
を
含
み
、
形
状
も
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
の
で
、
流
通
・
消
費
サ
イ
ド
の

必
要
性
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
野
菜
名
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
野
菜

は
植
物
学
的
に
は
一
つ
の
種
に
属
し
ま
す
。

　

実
は
私
が
野
菜
の
勉
強
を
始
め
た
こ
ろ

は
、
例
え
ば
ハ
ク
サ
イ
と
カ
ブ
は
別
の
種

名
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後

互
い
に
交
雑
で
き
る
生
物
は
同
じ
種
と
す

る
の
が
分
類
の
原
則
と
な
り
、
ゲ
ノ
ム
A

に
あ
げ
た
野
菜
は
み
ん
な
相
互
に
交
雑
す

る
こ
と
か
ら
一
つ
の
種
に
統
一
さ
れ
た
わ

け
で
す
。
ハ
ク
サ
イ
類
の
多
様
性
は
、
始

原
植
物
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
、
野

菜
と
し
て
の
長
く
、
豊
富
な
歴
史
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
野
菜
が
互
い
に
交
雑
可
能
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
品
種
改
良
技
術
の
発

達
し
た
現
在
で
は
、
適
当
な
両
親
を
選
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
新
し
い
タ
イ
プ
の

野
菜
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
採
種
す
る
際
に

は
付
近
の
同
種
野
菜
や
自
生
植
物
と
交
雑

し
て
雑
種
種
子
が
混
入
す
る
危
険
性
が
あ

る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

第
1
図
中
、
緑
で
塗
ら
れ
た
種
が
第
2

図
の
ゲ
ノ
ム
C
（
以
後
は
キ
ャ
ベ
ツ
類
と

呼
ぶ
）
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
を
も
つ
種
で
す
。
種

内
で
の
交
雑
性
、
変
異
の
多
様
性
に
つ
い

て
は
ハ
ク
サ
イ
類
と
同
様
で
す
。
第
1
図

の
水
色
が
第
2
図
の
A
C
に
、
第
1
図
の

ピ
ン
ク
色
が
第
2
図
の
A
B
に
そ
れ
ぞ
れ

対
応
し
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の

共
通
点
と
相
違
点

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
は
昔
、
十
字
花
科
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
4
枚
の
花
弁
を
十
字
状

に
も
つ
か
ら
で
す
。
ブ
ラ
シ
カ
属
の
花
が

黄
色
な
の
に
対
し
、
第
1
図
の
左
上
に
独

立
す
る
ダ
イ
コ
ン
の
花
は
白
か
ら
淡
白
紫

色
で
す
が
、
十
字
状
の
花
で
あ
る
こ
と
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
作
物
の
祖
先
植
物
は
い
ず

れ
も
地
中
海
周
辺
に
起
源
し
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
キ
ャ
ベ
ツ
類
が
主
と
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
達
し
た
の
に
対
し
、
ハ

第2図の各類は、
「交雑できる生物は同一種と
する」という分類ルールから、
植物としては単一種ですが、
その多様性のため、

農作物としては第1図（前頁）
のように複数の野菜に
分けられています。

アブラナ（ハクサイ）類
B.rapa

カラシナ類
B.juncea

B.nigra
クロガラシ

B.carinata
アビシニアガラシ

B.oleracea
カンラン（キャベツ）類

セイヨウアブラナ類
B.napus

n＝10
A

n＝8
B

n＝17
BC

n＝9
C

n＝18
AB

n＝19
AC
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↑キャベツの花。アブラナ科
植物の花の特徴として十字
状に4枚の花弁をもつ。

→
ダイコンの花。白から淡
白紫色の十字花。

→
ハクサイの花。同じく
十字状の花弁をもつ。

↑結球ハクサイは中国で生まれた。英語でChinese 
cabbageと呼ばれる。

ケール

桜島ダイコン

メキャベツ
コールラビ

ク
サ
イ
類
は
中
国
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ

結
球
ハ
ク
サ
イ
を
産
む
ま
で
に
発
達
し
ま

し
た
。
結
球
ハ
ク
サ
イ
が
英
語
で
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
・
キ
ャ
ベ
ッ
ジ
と
呼
ば
れ
る
こ
と

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
西
の
キ
ャ
ベ
ツ
、

東
の
ハ
ク
サ
イ
と
対
峙
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
日
本
へ
の
導
入
が
明
治
に

入
っ
て
か
ら
と
聞
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
驚
か

な
い
で
し
ょ
う
が
、
結
球
ハ
ク
サ
イ
も
明

治
導
入
の
新
し
い
野
菜
だ
と
い
う
こ
と
は

意
外
に
思
う
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
日
清
・
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
人
た

ち
が
食
べ
慣
れ
た
戦
地
か
ら
帰
国
し
た
こ

と
が
、
わ
が
国
で
の
ハ
ク
サ
イ
の
本
格
的

栽
培
の
契
機
と
な
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ダ
イ
コ
ン
は
、
地
中
海

沿
岸
に
も
で
す
が
、
ア
ジ
ア
に
も
多
く
の

野
生
が
見
ら
れ
、
特
に
中
国
と
日
本
で
古

く
か
ら
栽
培
化
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
ダ

イ
コ
ン
は
中
国
の
華
南
地
方
の
ダ
イ
コ
ン

に
似
て
い
ま
す
が
、
日
本
独
特
の
多
彩
な

品
種
が
生
み
出
さ
れ
て
お
り
、
英
語
で
も

「
ダ
イ
コ
ン
」
で
通
用
す
る
ほ
ど
、
他
国

に
は
例
の
な
い
も
の
で
す
。
ダ
イ
コ
ン
は

江
戸
時
代
ま
で
は
他
野
菜
を
圧
倒
す
る
重

要
野
菜
で
あ
り
、
現
在
も
生
産
量
で
は
野

菜
ト
ッ
プ
を
占
め
、
歴
史
的
重
み
を
加
算

す
れ
ば
ダ
イ
コ
ン
こ
そ
「
日
本
の
野
菜
」

と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
余
談
な

が
ら
、
純
粋
に
日
本
起
源
と
い
え
る
野
菜

は
少
な
い
の
で
す
が
、
第
1
図
の
右
下
に

位
置
す
る
ワ
サ
ビ
は
そ
の
一
つ
で
す
。

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
作
型
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
も
第
6
回
お
よ
び
第
7
回
に
、

シ
ー
ド
バ
ー
ナ
リ
の
ハ
ク
サ
イ
、
グ
リ
ー

ン
バ
ー
ナ
リ
の
キ
ャ
ベ
ツ
、
そ
し
て
直
根

類
の
ダ
イ
コ
ン
を
例
と
し
て
、
部
分
的
に

説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
次
回
か
ら
主
要

野
菜
ご
と
に
、
周
年
供
給
に
必
要
な
作
型

を
統
合
し
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

野菜の作型と品種生態野菜の作型と品種生態

ヨーロッパで広まったキャベツ

日本で独自の品種が
発達したダイコン

中国で発達したハクサイ

多彩なキャベツの仲間

純粋に日本原産といえる
野菜の一つワサビ。
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